
圧密方程式の解法
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B.C.(1.20)、I.C.(1.21)における圧密方程式(1.19）の解



圧密方程式の解

 /

ある時間における過剰間隙水圧の分布 ＝＞ 等時線
(isochrone)

注意：このuは（1.22）式のuと同じ
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1.4 圧密変形(沈下)、圧密度

)'2.1('zvz m   )2.1(pmvz  p:圧密圧力増分
（zと同じ）

(1 23)

  )''2.1(0 um zvz  

(1.23)

圧密沈下量S＝変形量：鉛直ひずみを圧縮層厚さh間で積分
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

＜圧密問題＞
圧密の進行速度 90%圧密量にかかる時間

Ex)

＜圧密問題＞
圧密量＝沈下量 最終沈下量(=100%沈下量）

Sf(degree of consolidation)
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U-Tv関係 式（1.26)
T

0

10

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1
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Ex) 90%圧密時間（t90)
沈下量（S90)10
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●：（1.27’)：近似式 T90=0.848
沈下量（S90)

T90(=Tv at U=90%)=0.848
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△：（1.26)：厳密解 最大排水長
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●：（1.27’’) 粘土層厚

両端排水：H=h/2100

これは、式（1.20）、式(1.21)の解

U~Tv関係は初期条件、境界条件に依存

両端排水：H=h/2
片端排水：H=h

mv、cvの決定法：標準圧密試験
定ひずみ圧密試験



異なる初期条件のU-Tv関係（Taylor：1948) 本日のTechnical terms本日の
変数分離法：method of separation of variables
等時線： isochrone等時線： isochrone
圧密度：degree of consolidation

課題(11/4 ②)

常時、排水条件が成り立つ透水性が大きい砂

課題(11/4_②)

z0=100kPa
礫層に挟まれた厚さ8mの粘土層がある。この上

に盛土荷重（z0=100kPa)が作用した。 砂礫

z0

z0

(1) この粘土のmv=0.0002m2/ｋN、

cv=0.01m2/dayとして90%圧密に要する時間（ｔ90）
粘土層8m

cv 0.01m /dayとして90%圧密に要する時間（ｔ90）

とその時の沈下量（S90)を求めよ。

(2) 下端が非排水面の場合 ｔ は両端排水の場

砂礫

(2) 下端が非排水面の場合、 ｔ90は両端排水の場

合に比べて何倍になるか？


